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研究成果の概要（和文）： 
インドネシア、中央カリマンタン州の泥炭湿地林地域の、カハヤン川右岸下流域、セバンガウ
川左岸下流域、セバンガウ川右岸下流域に設置した、植生タイプ、住民の利用度などがことな
る３つの調査地および周辺の泥炭湿地林地域を含めて、以下の各調査・研究をおこなった。 
 １．泥炭蓄積モデルの発展と検証 
 ２．湿地林で使える多変量アロメトリー式等の提出、 
 ３．温室効果ガス収支の水位・植生依存性 
 ４．硫酸酸性地帯の土壌・水質改良 
 ５．効果的な水位回復工事に必要な水文学的研究 
 ６．リーケージ（社会的悪影響）を回避する方法の開発 

その結果、泥炭の分解速度は表層で速く、地下部で遅いこと、地下部の材の重量減少の大部分

は体積の減少ではなく密度の減少に起因していること、樹木の直径分布に排水域、非排水域、

ダム建設による水位回復域の差異が読み取れたこと、水位調節を行っている湿地林の個体が水

位調節を行っていない湿地林の個体よりも、厚く、硬く、総フェノール量の多い葉をつけてい

たこと、泥炭湿地の農業利用に関する問題点や展望を明らかにしたこと、森林管理の政策策定

や実務に携わる人々と、小規模なワークショップを開催して意見交換を行ったことなど、いく

つかの成果が得られた。 

    
研究成果の概要（英文）： 
The following surveys have done in peat swamp forest along Khayan and Sebangau rivers 
in central Kalimantan, Indonesia. 
 1. Development and verification of peat accumulation model. 
 2. Introduce of multi variable allometry for swamp forests. 
 3. Water level and vegetation dependency of green house effect gases. 
 4. Soil and water quality improvement in sulfuric acid soil area.  
 5. Hydrological study for effective water level recovery construction. 
 6. Development of avoidance method from the leakage (social bad influence). 
From the results, such new findings and achievements as that decomposition rate was fast 
in surface and rate in deep, weight loss of woody organ in soil was not dependent on volume 
loss but on density loss, tree diameter distributions in non drained, drained, and recovered 
area were different among them, trees in water level controlled area had thicker, herder, 
and more phenol leaves than that in non control area, issues and prospects of agriculture in 
peat swamp area were cleared, and discussion with peoples who are charged on forest 
management and policy making was made, had been gotten.   
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１．研究開始当初の背景 
1997-8 年の森林火災によってインドネシア
の泥炭湿地林から大気へと放出された炭素
量は膨大で、一年に化石燃料の消費によって
世界中から放出される炭素量の 13～40％に
も及ぶと推定されている（Page et al. 2002）。
開発後に適切な管理の行われていない熱帯
泥炭湿地は毎年、これに近い大量の二酸化炭
素を放出し続けている。一方で、泥炭湿地林
は水位管理と再植林を行えば、地上部のみな
らず地下部を含めて極めて有望な炭素吸収
源になることも期待されている。 
 先進国による温室効果ガス放出量削減と
吸収源創出の目標および具体的方策を取り
決めた「気候変動枠組み条約」の第 11 回締
約国会議（COP11）、および本年 1 月に発効
した「京都議定書」の第 1 回締約国会合
(COP/MOP1)というきわめて重要な会合が
本年 12 月に開催される。既にその準備会合
が本年 9 月に開催され、COP11 ならびに
COP/MOP1 の話し合いの方向は、本調書作
成時点で既定のものとなっている。準備会合
の最新配布資料(2005 年 9 月)および、気候変
動枠組み条約関連事業で最も頻繁に引用さ
れる報告書である「土地利用等の良好なる実
行のための指針：GPG-LULUCF」 (IPCC 
2003）によれば、湿地における再植林による
温室効果ガス吸収効果を評価するためには、
さらなる基礎研究からの情報提供が必要で
あり、現段階では、理論とデータの欠如によ
り、国際的に合意された指針を打ち出すこと
ができない、とされている。湿地以外では、
小規模 CDM (クリーン開発メカニズム)によ
る炭素吸収量の簡易推定法などが具体的に
提示され、本会合での採択を待って実行可能
な段階にまで進んでいることを考えると、湿

地における基礎データの欠如は、地球環境問
題への国際的取組みにとって、実に憂慮すべ
き問題といわざるを得ない。 
 以上のように、熱帯泥炭湿地は深刻な炭素
排出源である一方、有望な潜在的炭素吸収源
であるにもかかわらず、基礎理論およびデー
タの欠如が原因で、いかに対処すべきかにつ
いて、合意を得るに至っていないことが、国
際的に認知され、問題視されている。 
 
２．研究の目的 
以上のような国際的要請に応え、近い将来に、
各国政府・国際機関、営利・非営利団体が、
熱帯泥炭湿地における炭素固定能の回復を
含む総合的環境修復活動を開始するにあた
って準拠でき、しかも中長期的な指針も打ち
出せるような、理論的裏づけを伴った標準的
生態系管理手法を提出することを本研究の
目的とする。 
 
３．研究の方法 
以上の目的のため、インドネシア、中央カリ
マンタン州の泥炭湿地林地域の、カハヤン川
右岸下流域、セバンガウ川左岸下流域、セバ
ンガウ川右岸下流域に設置した、植生タイプ、
住民の利用度などがことなる３つの調査地
および周辺の泥炭湿地林地域を含めて、以下
の各調査・研究をおこなった。 
１．泥炭蓄積モデルの発展と検証 
２．湿地林で使える多変量アロメトリー式等
の提出 
３．温室効果ガス収支の水位・植生依存性 
４．硫酸酸性地帯の土壌・水質改良 
５．効果的な水位回復工事に必要な水文学的
研究 
６．リーケージ（社会的悪影響）を回避する



方法の開発 
 
４．研究成果 
１．泥炭蓄積モデルの発展と検証：熱帯泥炭
湿地林において、泥炭の重要な構成要素とな
る材（Palaquim burckii）を用いて、野外分
解実験を行った。その結果、分解速度は表層
で速く、地下部で遅かった。また、地下部の
材の重量減少の大部分は体積の減少ではな
く密度の減少に起因していた。 
２．湿地林で使える多変量アロメトリー式等
の提出：実施した標本木破壊バイオマス測定 
の 結果に基づいて調製したアロメトリー式
が、パランカラヤ大による同一 地域内の多
数の樹種で調製した式と差が無いことが確
認できたまた、固定プロット悉皆調査結果に
基づく直径階別本数分布から、排水域と非 
排水域の差異、および排水域における水位低
下域とダム建設による水位 回復域との差異
が読み取れた。 
３．温室効果ガス収支の水位・植生依存性：
水位調節を行っている湿地林（Kalampangan）
と行っていない湿地林（Setia Alam）におけ
る樹木の葉の硬さ厚さ、防御物質（フェノー
ル，タンニン）含有量、窒素含有量の違いを
調べた。その結果、前者の個体が後者の個体
よりも、厚く、硬く、総フェノール量の多い
葉をつけていた。 
４．硫酸酸性地帯の土壌・水質改良：中央カ
リマンタン州北部の丘陵地で農地としての
利用や森林荒廃の状況について，土壌肥沃度
の面から検討を行い，得られた知見を泥炭湿
地の研究結果と比較することにより，泥炭湿
地の農業利用に関する問題点や展望を考察
した． 
５．効果的な水位回復工事に必要な水文学的
研究： 水位回復工事についての資料収集を
おこなった。 
６．リーケージ（社会的悪影響）を回避する
方法の開発： ボルネオ／カリマンタン島の
他の地域—マレーシア・サラワク州、及び、
インドネシア・中央カリマンタン州・東カリ
マンタン州・北スマトラ州において森林管理
の政策策定や実務に携わる人々と、小規模な
ワークショップを開催して意見交換を行っ
た。 
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